
 

 

 

日時：平成 29年 2月 6日（月）8：00～10：00 

場所：名寄庁舎 3階会議室        

１ 開 会 

 

 

２ 市長あいさつ 

・１月は天候も穏やかに経過した中で、除排雪も順調に推移しているが、インフルエンザ警報発令

中でもあり、市内小中学校にも広まっている。予防を徹底し、体調管理に留意願う。 

・新年の挨拶で杉並区へ伺った際、人員確保についての状況は、都市も地方も同じ課題を抱えてい

ると感じた。また、杉並区では区民のふるさと納税に伴う、住民税の税収減の影響も大きいため、

財源などについて国へ訴えていく必要があると考える中、４月からふるさと納税事業を開始する。

ふるさと納税も過渡期を迎えているので、名寄市もふるさと納税拡大に向けてスピード感のある

効果的な施策を進めていただきたい。 

・東京なよろ会（交流役員）新年会に出席し、４月からの新たな派遣職員も同席し、挨拶をさせて

いただいた。昨年行った東京なよろ会への若手メンバーを増やすイベントを今年度は拡大して実

施し、東京なよろ会の発展を目指し、また、名寄市の発展につなげたいと考える。 

・平成２９年度予算の査定がほぼ終了した、新年度から第２次総合計画のほか重要な計画が始まる

が、限られた財源の中で創意工夫をいただいたことに感謝する。市民に納得いただける内容にな

ったと考える。今後の議会、予算委員会でも建設的な議論ができるよう準備をお願いする。 

 

 

３ 市長・副市長の動静 

教育委員会関係行事予定 

・市長、副市長の動静及び教育長の動静について連絡がありました。 

 

 

４ 協議事項・報告事項 

（１）市政への要望 

・市政への要望について、担当部局より報告がありました。 

№ 
受付 

番号 
件   名 

受 付 

年月日 
要望者 担当部課 

1 17 
2017 年度高齢者福祉等の市政への要望

書 
29.1.17 

名寄地区退職者連合 
総務部企画課 

2 18 

北の天文字焼きギネス挑戦に伴う予算

措置について 
29.1.19 

北の天文字焼きギネス挑戦を支

える会 

経済部営業略

室営業戦略課 

 

  



（２）市政への要望への回答 

・市政への要望への回答について、担当部局より報告がありました。 

№ 
受付 

番号 
件   名 

受 付 

年月日 
要望者 担当部課 

1 9 
名寄市政に関する要望 

28.12.7 
連合北海道名寄地区連合会 

総務部企画課 

2 13 
2017年度名寄市政に関する要望  

28.12.20 
名寄社会保障制度を考える会 

総務部企画課 

3 14 
平成 29年度市政執行に対する要望  

28.12.26 
市政クラブ・新緑風会・名風会 

総務部企画課 

4 15 
2017 年度名寄市予算編成と施策に対す

る要望 
28.12.26 

日本共産党名寄市委員会 
総務部企画課 

5 16 
平成 29 年度（2017 年度）市政執行に関

する要望  
28.12.26 

名寄市議会市民連合・凛風会 
総務部企画課 

 

（３）平成２８年第２回定例会における検討事項の処理顛末について 

  ・検討事項の処理顛末について、担当部局より報告がありました。 

No 件   名 担当部 

1 

○総合計画の市民周知方法について  

・市立大学生の協力をいただくなど、親しみを持てるダイジェスト版の作成を目指し、「タブロ

イド版」で作業を進めている。 

総務部 

2 

○町内会未加入者に対する取り組みについて  

・市内事業所や集合住宅管理会社への働きかけや連携などが当面の対応と考えている。 

・今後も継続して、町内会連合会と協議しながら進める。 

総務部 

3 

○地域連絡協議会に対する交付金について  

・休止状態の２協議会と調整し、活動を再開した、運営面の支援が必要と考える。 

・継続事業に対する活動交付金の減額措置は、各協議会の実情を踏まえて次年度から見直す。 

総務部 

4 

○若者をはじめとする投票率向上、期日前投票所の設置場所について  

・ネットワーク回線の確保のほか、さまざまな課題があると考えているが、次回選挙に向けて先

行実施している道内自治体の手法を参考に、引き続き検討を行なっていく。 

総務部 

5 

○小中学校における平和教育について  

・民間団体などが事業を行なう際には、教育委員会と相談しながら各関係団体と連携、協調し取

組を進める。 

総務部 

6 

○経済的困窮世帯への学習支援対策について  

・学習支援事業を 3箇所で 7回開催し、平均 20名の参加があった、事業実施結果の公表を予定。 

・今後アンケートを実施し、関係部署と連携し学習支援対策制度の設計を行なう。 

健康福祉部 

7 

○食品ロス削減に向けての取り組みについて 

・国においても関係省庁間での情報交換が行われており、庁内でも関連部局との情報交換を行な

った。引き続き、国の推進策における各部局の対応等の情報交換など進めていく。 

経済部 



No 件   名 担当部 

8 

○名寄市ピヤシリスキー場地区に係る温浴施設等の整備について   

・平成 28 年 6 月に経営安定プロジェクトを設置し、温浴施設の改修を優先的に取組む必要があ

るという結論に達した。今後、設置者である市の考え方について検討する。 

経済部 

9 

○風連望湖台自然公園の管理運営について 

・風連町文化協会とは、市の望湖台の位置付けなどについて継続して協議すると確認した。 

・市民委員会の中では今後も維持管理すべきとの意見をいただき、来年度は望湖台公園でモニタ

ーツアーを実施し検証を行なう予定。 

経済部 

10 

○市技指定について  

・第 2次総合計画等において「冬季スポーツ拠点化」事業を推進し、強化に努めている。 

・特定のスポーツを市技に指定するのではなく、「冬季スポーツ」をキーワードとして施策を展

開していくことが最善と考える。 

教育部 

11 

○経済的困窮世帯への学習支援対策について（放課後子ども教室） 

・平成 29 年度から、就学援助を受けている児童生徒を対象に、放課後子ども教室の実費徴収金

の減免措置を行なう。 

教育部 

12 

○遠距離児童生徒補助における名寄市独自の取り組みについて 

・特別豪雪地域の指定を受けている上川北部の市町村に照会したが、現在の名寄の基準と同様で

あり、変更の検討もされていないことを確認した。 

・独自基準の設定は、明確な根拠を示すことが困難と考える。 

・今後も、通学路の安全対策に取組み、冬期間の遠回りにより遠距離通学の対象となる場合には、

現在の基準どおり補助する。 

教育部 

13 

○農山村地域の小中学校における教員住宅の整備について  

・農村地域の管理者住宅の老朽化は建て替えが必要なレベルと考えるが、財源の確保など様々な

角度からの検討が必要であると考え、次年度策定予定である「公立学校施設整備計画」の中で、

検討を進める。 

教育部 

14 

○大学納付金の今後の在り方について  

・平成 28年度決算確定後、平成 29年度以降に検証する。 市立大学 

 

（４）第２次男女共同参画推進計画（素案）について【総務部】 

・内容について説明がありました。 

 

５ 連絡事項・その他 

（１）平成２９年第１回定例会の議案について【総務部】  

  ・提出議案について確認の依頼がありました。 

（２）平成２９年度予算案記者発表について【総務部】  

  ・日程の案内及び資料の作成について依頼がありました。 

（３）地方創生カレッジ事業について【参事監】 

  ・積極的な利用について案内がありました。 

  



（４）JOCジュニアオリンピックカップ 2017全日本ジュニアスキー選手権大会兼全日本中学生選抜スキ

ー大会（ノルディック種目）に係る職員動員ついて【教育部】  

  ・職員動員について協力依頼がありました。 

（５）名寄市立大学入試志状況について【市立大学】 

  ・平成２９年度一般入試の志願状況について説明がありました。 

（６）その他 

  ・平成２８年度行政評価結果報告書の配布がありました。【総務部】 

 

  

６ 閉 会 

〈橋本副市長から〉 

・平成２９年度予算記者発表資料の作成について、イラストを活用し説明するなどわかりやすい資

料となるよう工夫をお願いします。 

・２月６日（日）男女共同参画セミナー金子耕弐氏講演会に出席し、参加人数からも参画意識の高

まりを感じた。 

 

〈久保副市長から〉 

・２月６日（日）住友ゴム工業名寄テストコース２５周年式典に市長と出席した。市民の支えもあ

り、企業との良い関係が構築できたとあらためて感じた。今後も良い関係を継続していきたい。 

 

〈加藤市長から〉 

・２月３日（金）北海道議会新幹線・総合交通体系対策特別委員会意見交換会で、ＪＲ宗谷本線の

存続について、自治体は早急に、知事や国を動かす運動を継続して行うことが必要であり、地元

で具体的にすべきことを議論しなくてはならない。 

・２月、３月も冬のイベントが続き、名寄へ訪れる方が多くなる。体調管理しながら、各行事、イ

ベントへの応援、参画をお願いする。 


